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フランス法における表見理論の研究
上　井　長　久
　権利の発生，移転，消滅および権利者の資格・権能
などの外形的表象が不充分であるような場合，実際の
取引において取引の相手方または第三者が権利関係の
真実を知ることが困難なことも生じ∫誤った外形を信
用・信頼して取引に及んでしまうことが少なくない。
また，ときには権利者自身においても，誤った判断・
見解によって権利の帰属や権利者としての資格がない
のに存すると結論づけてしまうこともある。このよう
な場合における，誤った外形の信用・信頼や判断・見
解を，たとえ真実を曲げてでも一定の場合に保護ない
し救済する必要があるというのが表見（apparence）
理論の実際的根拠である。既定の法律や慣習法によっ
て確認される法的真実の尊重は，法的安定および正義
のために重要であるが，他面，誤った信用や判断を行
った者およびその者から派生する者などの保護の必要
や具体的な公平に欠けることも起りうる。法的真実の
追求は誰れもが怠ってはならないが，法的関係の解決
ないし処理は，真実と表見の尊重の調和によることが
妥当である。このように法的取引において真実を尊重
しながらも一定の場合に外見を尊重して取引関係を処
理してゆこうとするのが表見理論である。表見理論
は，いわば法の究極に存する問題であって，権利濫
用，信義則（善意）と並ぶ第三の原理である。
　真実の尊重と表見の尊重の調和は，ローマ法の古典
期にもみられる。この期の法文としては，「一般的な
いし共通的錯誤は法をなす」，「権利者の見解は，誤り
であっても真実に値する」，および，「善意（誠実）に
なされたことは有効である」など挙げることができる。
これらは，いずれも表見尊重の一例とみることができ
る。他に，所有に対する占有の尊重もその代表的な例
にあたる。占有の尊重は，所有権の証明の困難を補う
こと，権利関係の訴権による解決や取得時効制度に役
立つが，他に，権利や人の資格の外形を作出する上で
も多大の影響を及ぼした。すなわち．占有の承認は，
権利および権利者の誤った外形を作る要因となった。
さらに，当事者の合意だけによる売買・賃貸借の承認
およびその普及も，権利の移転等の外形作出を後退さ
せるに及んだ。
　ローマ古典期におけるこのような問題は，ローマ法
の再生が起ったフランス中世においても徐々に研究が
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なされた。しかし，表見理論に関連する問題が一般
に研究され，また，部分的に法規化されるのは，19
世紀以降の近代法に至ってからである。
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